	2008.5.12の映像表現論へのご質問におこたえして


1.オーケストラの演奏のテレビ番組では、多方面からのアングルで撮影しているのに、なぜ演奏を途切らずことなく、収録できているのですか？
　多数のカメラを巧妙に配置して、それぞれが互いにカメラに写らないようにしながら、上手にカメラを切り換えているから-ですが、ときどきカメラがちらっと写ることもありますよね。ＮＨＫホールで、Ｎ協の演奏会などを聴きに行くと、そういうカメラ配置の具合もよくわかりますよ。もっとも、同じ映像優先で、良いアングルの撮影をする場合には、オーケストラの演奏も、映画のようにカットを分けながら撮影して、それを編集で上手につなげるということも有り得るでしょう。指揮の巨匠フォンベルト・カラヤンは、自分の演奏の映画を作るときは、徹底的に楽器の撮影アングルに凝った、きわめて技巧的なカット割りの映像を遺しています。たとえばホルンの音が高鳴るところで、ホルンの頭上から、クローズアップのカットが挿入されるといった場合は、オーケストラ全体の演奏を中断してそのカットだけを撮るようにしない限り、不可能です。

2.カメラアングルをかえながら撮影しているのに、映画の中での長い会話が、途切れることなく続いているのは何故ですか？

　それが巧妙に見えるほど、ある意味で、演出家・撮影者・編集者が、上手であるということです。会話が途切れることなく続いているように見えたら、それは成功です。しかし、プロが気を付けて撮っているように見えても、いざ編集してみると、意外にマッチカットが上手に出来てないことは、いくらでもあります。いわゆる「コンティニューミス」というもので、「コンティニューミス」をいちいちチェックして報告する、意地悪な映画ファンサイトがあるくらいです。出演者の動作がつながらないだけでなく、ネクタイの色が突然変わってしまったりする「コンティニューミス」はよくわります。みなさんが普通に見ている映画でも、マッチカットがうまくいってない場面は、しょっちゅう目にしているはずですが、全体の流れが自然だと、それなりに見えてしまうものです。もっとも、それを撮影の段階で、ミスなくやるのは、プロ中のプロでも、案外至難の業なのですよ。

3.ビデオ撮影の際、ＮＧになったテープは巻き戻して（上書きして）使うのですか？ 

　巻き戻しません。次に撮るカットが絶対にＯＫになる保証はなく、何テイクでも撮り足していきます。ですので、結果としては、実際の番組の何倍ものテープがまわって、いわば無駄になりますが、製作費からすれば、テープ代の損失は知れたものなので、無視します。フィルムの場合は、明らかにＮＧなら、現像をせずに捨ててしまうことで費用の節約をすることはあります。（フィルムはもちろん、一度撮影してしまえば、その上に重ねて撮影することはできません）

4.映画の中で、鏡が登場するとき、鏡にカメラが映らないのはなぜ？ 
　これには、1.巧妙に写らない角度にカメラを置いている。2.写っているが、カメラ全体を黒い布で覆ったりして、上手く隠している（スタッフも黒頭巾状態になります。）3.写ったカメラを合成やディジタル処理で消す。などの方法があると思います。映画の中でカメラが見えてしまうのは、もっとも興ざめするところですから、皆、いろいろな努力をしています。基本的に映画のスタッフはそういう写り込みを防ぐために、またイベントなどで邪魔にならないように、黒っぽい、暗い色の服装であることが基本です。また、編集者は埃を防ぐために静電気のおこりにくい布地の服を着ているなど、それぞれの持ち場で、それなりの必要性があって、そういう服装になることが多いですね。
